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た。そこで、対人交流関係の質的差異に基づき、ASD 児を受動型と孤立型の 2 群に分け、
言語と運動因子の関係性を科学的に解析することにより、論理的に発声発語訓練を構成す
る一助とすべく本研究を行った。 
対 象・方 法 
6～13 歳の ASD と既に診断されてる児 11 名を対象とし、保護者へのアンケート調査や 
指導員の意見を基に対象児を対人交流関係の違いから前記 2 群に分類した。調査項目は意
図的言語、生活言語および自己運動(リズム感)の 3 項目とし、調査の様子をビデオに収録
して反応の正確性や時間を ST3 名で動画解析して得点化した。各項目内の 2 群の差の検
定には Mann- WhitneyU 検定、全対象児(11 例)の各項目間の関係は Spearman の順位相
関係数を用いて解析した。 
結     果 






























結     論 
 6～13 歳の ASD 児 11 名を対人交流関係の質的差異に基づき受動型と孤立型の 2 群に 
分け、意図的言語、生活言語および自己運動(リズム感)の 3 項目の能力を測定し、群およ
び項目間の関係を解析し、以下の結論を得た。 
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 上記のごとく、重度 ASD への対応の手掛かりが少ない中、音声言語をコミ
ュニケーション面から考え、ASD の対人交流面に着目し、「孤立群」、「受動
群」、「奇異群」、「形式張った大仰な群」の 4 タイプに分け、診断に活用す































声が発達していない児で、以下の 3 条件に適合した 11 名とした。条件は、①既
に ASD と診断されていること、②話しことば獲得の年齢的上限は 5 歳台という
報告や言語獲得には知能発達が大きな鍵をもつという先行研究 3),4)も鑑みて、対
象児の年齢は 6 歳以上、③調査に運動を用いるため、新版 K 式発達検査の姿勢・
運動の項目において T20（ケンケン）以外は通過し、運動麻痺の合併は無い児と
した。 





 調査は、平成 30 年 3 月から 4 月に、対象児が通所している放課後等デイサー
ビス２事業所の室内で行った。ただし、１名は自宅で行った。 
 
3.    調査手順 
3 
 











「あ」「お」「い」の 3 音を各音 2 回唱えさせ反応を点数化した。正しく唱えら
れたら 2 点、身体リズム運動のみなら 1 点、反応無は 0 点とした。合計 6 項目
とし、満点を 12 点とした。 























り向ければ 2 点、聞こえたような素振りを見せただけなら 1 点、無視
は 0 点とした。 
項目 3．「ティッシュ取って！」と言う指示に対する反応を調査した。ティッシ
ュを取って渡せたら 2 点、「ティッシュ取って！」とオーム返しをする






る（動作と共に使っている）なら 2 点、時々出ているは 1 点、反響言
語が多い、真似もしない、無視を 0 点とした。 
項目５．日常生活の中で発声発語の有無を保護者と指導員からの聴取と観察に
より調査した。突発的ではなく、安定して有意味語が表出しているな
ら 2 点、状況と無関係な発語が表出する場合は 1 点、状況と無関係な




たら 2 点、プロソディがのらない、反響言語での応答は 1 点、無反応、
無視を 0 点とした。 
 
４－３ 自己運動(リズム感) 
 自己運動感覚 5 項目と平衡運動感覚（項目 6）について調査した。 
項目 1．腰（体幹）の振りができるかを調査した。「ゆらゆら、ゆらゆら。」 
唱えながら腰を振って見せて真似ができるかをみた。真似をして腰を 
揺らせたなら 2 点、素振りをした場合を１点、無視は 0 点とした。 
項目 2．両手の波動ができるかを調査した。両腕を伸ばして「ひらひらひら。」
と唱えながら両腕を揺らして真似ができるかをみた。真似をして腕を









られたなら 2 点、素振りをした場合を 1 点、無視は 0 点とした。 
項目５．頭を撫でることができるかを調査した。「いいこ、いいこ、いいこ。」
と唱えながら頭を撫でて見せて真似ができるかをみた。頭を撫でるこ
とができたなら 2 点、素振りをした場合を 1 点、無視は 0 点とした。 
項目 6．平行運動感覚を調査した。「いち、にー、さん・・・。」と数唱しなが
ら片足立ちをやって見せ、何秒立っているかをみた。学童児における片
足立ち平均 20 秒 12) を参考にその 1/2 として、10 秒立っていられた





調査項目と配点を表 3 に示した。 
 
５． 結果の分析 
調査結果は、反応の正確性や時間を ST3 名で動画から解析して得点化した。 
結果の統計学的解析は各項目内の 2 群間の差の検定については、Mann-
WhitenyU 検定を使用し、全対象児(11 例)の各項目間の関係は Spearman の順
























結果、同順位補正後の r=0.662、両側検定の同順位補正後の p=0.036 となり、
有意水準 5％で正の相関関係がみられた(図 2)。 
意図的言語と生活言語間で Spearman の順位相関係数での検定の結果、同順
位補正後の r=0.574、両側検定の同順位補正後の p=0.069 となり、有意水準
5％で相関関係はみられなかった(図 3)。 
生活言語と自己運動(リズム感)間で Spearman の順位相関係数での検定の結
果、同順位補正後の r=0.515、両側検定の同順位補正後の p=0.103 となり、有






































































































6～13 歳の ASD 児 11 名を対人交流関係の質的差異に基づき受動型と孤立型
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      児が寄ってくると避けてその場を離れてしまうことがある　   はい・いいえ
5.　友達が遊んでいる様子を遠くで見ていて、参加するように
　 誘うと逃げてしまう                                    　　　　　　　　　 はい・いいえ
　　　　　　　　　　　　質問項目　　　　　　　　　　　　　　　　回答
1．すーっと膝に入ってきて抱かれ、密着していたがる　　　　    はい・いいえ
2．べたべたと顔や身体を触り、顔をくっつけてくる　　　　　    はい・いいえ
3． 独りでいるのが好きで部屋の隅や、ソファー、高い所に
















1回目 あ 可・音声 運動真似 無視・拒否
2回目 あ 可・音声 運動真似 無視・拒否
1回目 お 可・音声 運動真似 無視・拒否
2回目 お 可・音声 運動真似 無視・拒否
1回目 い 可・音声 運動真似 無視・拒否







呼名に対する反応 返事or振り向く 聞こえたor素振り 無視
指示に対する反応 反響無しで実行 反響のみ 無視
オノマトペ表出確認 有り まれに 反響言語多い
発声発語内容の確認 有意味語 状況と無関係な発語 状況と無関係な発声
質問に対する応答 プロソディ＋ プロソディ- 無視
3-3　自己運動(リズム感）
2点 1点 0点
腰（体幹）を振る 真似 素振り 無視
両手を波動させる 真似 素振り 無視
両手で背中を触る 真似 素振り 無視
足の裏を触る 真似 素振り 無視
頭を撫でる 真似 素振り 無視
平衡運動感覚


















































群 対象児 意図的言語 生活言語 自己運動（リズム感） 3項目合計
1 3 6 5 14
2 8 9 10 27
3 0 4 6 10
4 0 5 3 8
5 0 9 11 20
6 0 4 4 8
1 6 7 9 22
2 12 10 12 34
3 10 9 11 30
4 10 4 11 25











































意図的言語 1.8±2.97 7.6±4.27 0.054 N.S.
生活言語 6.2±2.11 6.6±2.73 0.851 N.S.
自己運動（リズム感） 6.5±2.99 10.6±１.02 0.053 N.S.










































意図的言語ー自己運動（リズム感） r=0.662 0.036 ＊
意図的言語ー生活言語 r=0.574 0.069 N.S.



















                            
































































































Relation Between Intentional Utterance and Proprioception in Cases of 
Children with Autism Spectrum Disorders: 




Children with severe cases of Autism Spectrum Disorders (ASD) face a great 
challenge in acquiring speech; particularly, training ones with mutism for 
speech is quite difficult.  Through training severe ASD children with Japan 
Institute for Speech Therapy (JIST) method, the author observed that their 
acquisition of speech ability was influenced by such factors as: quality of 
their reciprocal social interactions; with or without proprioception for 
speech; kinesthesia; and rhythm perception.  11 children with severe ASD, 
the age between 11 to 13, were divided into two groups based on the 
qualitative differences in their reciprocal social interactions: passive 
interaction and social aloofness.  Next, three aspects of their speech ability 
were studied: intentional utterance, daily conversation, and self-motor 
(rhythm perception), and the relations between the groups and these 
aspects were analyzed.  Although it is widely believed that there are few 
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marked differences between these two groups in each aspect, the results 
showed that the ones in the social aloofness group were more likely to excel 
in intentional utterance and self-motor (rhythm perception); also, they 
seemed more advanced in development of self-motor and proprioception, a 
foundation for speech ability, than the ones in passive interaction group.  
Therefore, in evaluating ASD children, focusing on their behaviors alone can 
be incomplete.  Rather, it will be important to emphasize their 
proprioception as part of the evaluation on their speech perception and 
speech development, which may lead to creating better training methods.  
In addition, there were no differences between the two groups in their 
ability of daily conversation.  The reason for this is that both had the 
circumstances and conditions to acquire daily conversation ability; that is, 
the skills do not require highly developed proprioception.  As for the 
relations between the three aspects of speech in all the subject children, the 
study showed a positive correlation between intentional speech and self-
motor (rhythm perception), implying that their language development is 
closely related to motor ability.  These results indicate that speech is an 
integrated activity of motor and proprioception and that they can be of help 
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in scientifically proving the benefits of JIST method which promotes speech 
as well as motor.   
 
 
